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どの様なコンビニ空間が
コンビニアイスしやすいのか

⒈背景

ここからコンビニの店前でアイスを食べることを コンビニアイスする と呼ぶ
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コンビニアイスは

・家に持ち帰るとき
・コンビニで食べる時

がある

棒アイス・カップアイスに
よって差があるのか



⒉目的
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コンビニアイスしたくなる空間

コンビニ空間にどの様な
特徴があるのか

 棒アイス・カップアイス
で差が出るのか



⒊仮説
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棒アイス カップアイス

留まりやすい

アイスを食べるのに
時間がかかる

日陰を確保しやすい

 棒アイスは溶けると
 垂れてしまう

 

座りやすい

カップアイスは両手を
使う

コンビニアイスしやすい特徴として…



⒋方法
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1 評価項目の選定

2 写真の選定 

3 アンケート調査を行う

4 JMPでの分析

食べやすい
空間が広く感じる・人目を感じる・開放的である・座りやすい

日陰を確保しやすい・留まりやすい・清潔感がある

計8枚を選定
コンビニの店前空間が写る写真

Google formで作成
棒アイス・カップアイスそれぞれにおいて5段階評価してもらう

男女31名を対象に調査

重回帰分析を実施
全体・棒アイス・カップアイスごとに分析を行う

男女別に分析を行う



⒋方法
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⒌結果 ー サンプル ー

サンプル数：31人（男15、女15、回答なし1）
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⒌結果 ー全体ー

重回帰分析の結果
影響有り

人目を感じる
開放的である
座りやすい
留まりやすい
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表1 : 重回帰分析の結果(全体)

表2 : 重回帰分析の結果(全体)



⒌結果 ー 多重共線性の検討 ー

「空間が広く感じる」ー「開放感がある」 相関係数 = 0.8061
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「空間が広く感じる」の方が影響が少なかったため排除

表3 : 各評価項目同士の相関



⒌結果 ー棒アイスー

重回帰分析の結果
影響有り

人目を感じる
開放的である
留まりやすい
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表3 : 重回帰分析の結果(棒アイス)

表4 : 重回帰分析の結果(棒アイス)



⒌結果 ーカップアイスー

重回帰分析の結果
影響有り

座りやすい
開放的である
留まりやすい
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表5 : 重回帰分析の結果(カップアイス)

表6 : 重回帰分析の結果(カップアイス)



⒌結果 ー 写真ごとの比較 ー
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食べやすい空間

写真1 写真3

食べにくい空間

写真5 写真7 表7 :写真ごとの「食べやすさ」評価



⒍考察
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仮説通りカップアイスの方が

座りやすい

空間を必要としている

「開放的である」 「留まりやすい」

空間はコンビニアイスしやすい

棒アイスの方が

人目を感じない

空間を必要としている

全体、棒アイス、カップアイスに共通して

棒アイスとカップアイスの違いとして



⒌まとめ
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棒アイス カップアイス

人目を感じる

座りやすい

留まりやすい

開放的である

人目を感じる

開放的である

留まりやすい
 

開放的である

座りやすい

留まりやすい

コンビニアイスしやすい特徴として…


